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研究成果の概要（和文）： 
	 発達障害は、生物学的基盤の上に社会的影響を受けて発現する。発達障害のある子ども
を対象として、生物学的脆弱性について生理心理学的指標を用いて分析するとともに、社
会的脆弱性については生活の質（QOL）ならびに障害特性質問紙を開発・利用して分析し、
総合的に検討した。そしてそれらの総合的評価に基づいた、一人ひとりのニーズに応じた
支援方法を検討し、児童・青年の一部について実施を試みた。 
研究成果の概要（英文）： 
	 It is thought that developmental disabilities are occurred upon biological bases by 
social influences. We investigated about children with developmental disabilities in the 
viewpoints of biological and social vulnerabilities. Biological vulnerabilities were 
measured by psychophysiological indices, and social ones by questionnaire of QOL and 
disability-traits. Some of them were developed for this research. We developed and 
practiced partially various support methods and programs to children with 
developmental disabilities for their learning and living based on their total 
estimations. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）発達障害を取り巻く状況 
発達障害は生物学的基盤を背景としつつ

社会的環境の影響をも強く受けて、非平均的

な活動特性を生じ、成長途上並びに成人後に

おいても様々な行動的問題を生ずる発達の
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一連のありかたである。すなわち、発達障害

には、社会的環境のありかたによる影響が強

く現れるのであり、その評価を適切に行うこ

とが重要である。軽度発達障害とよばれる学

習障害、ADHD、高機能自閉症、アスペルガ
ー障害などでは、社会的環境から受ける影響

のありかたが基本的には異なっており、それ

らの特性に対応した支援が求められる。 
発達障害研究における現状では、生物学的

基盤から社会的環境までの、総合的なかたち

での検討は行われていない。しかし、生物学

的要因と環境要因との相互作用のありたか

について、様々なレベルで検討することがニ

ーズにあった支援を行う上で重要であろう。 
（２）脆弱性 
発達障害においては合併例も少なくなく、

また合併すれば適応困難度も増大しやすい

ため、障害の総合的な評価も必要である。発

達障害に早期に対応することの重要性は、近

年強く認識されはじめている。だが、青年期

までの発達途上において、問題は様々にかた

ちを変えて繰り返し出現する。そのため、発

達障害に関連する諸特性を把握しうるチェ

ック方法と適応困難性、合併脆弱性の評価と

それらに基づく支援方法の開発が望まれる。 
 
２．研究の目的 
	 発達障害、あるいは発達障害的特性を強く

有する子どもは、現代社会の中にあって、

様々な“生きづらさ”を抱えながら生きてい

る。その“生きづらさ”の元になるものは、

LD や ADHD であったりアスペルガー障害であ

ったりするが、またそれらが共にあらわれる

ことも少なくない。医学的治療にはそのよう

な診断名が必要となるが、他方で彼らの	 “生

きづらさ”は、障害特性の総体に照応したか

たちで、環境要因の働きかけにより生起する。	 

	 本研究では、生物学的基盤にたつ発達障害

特性の生理心理学的な脆弱性を分析すると

ともに、発達障害特性を有する者が社会的環

境下で蒙る影響を生活の質として分析し、総

合的な検討を行うことを目指した。なお、生

理心理学的脆弱性については、発達障害のう

ち合併性がより高いと思われるディスレクシアに

焦点をあてて検討を行った。また、障害特性が

社会との軋轢を生じやすいと思われる青年期に

焦点をあて、特に青年が抱える生きづらさと障害

特性との関連性を検討した。 
 
３．研究の方法 
（１）生理心理学的脆弱性評価	 

 Magnocellular 系機能を反映するとみられる知

覚検査（biological motion, coherent motion）、音

韻処理系検査（呼称速度、音韻削除、スプーナ

リズム、書字、言語性・視空間作業記憶）、眼球

運動測定装置（Tobii）による検査（滑動性眼球

運動、文章黙読・音読時眼球運動）、事象関連

電位検査（純音・音声MMN）等を実施した。これ

らの結果を総合的に分析し、障害特性について

検討した。 

（２）社会的脆弱性評価 

① 発達障害特性評価 

発達障害特性を検討するため、自己評価によ

るチェックリストを用いた。ADHD については

WHO の作成によるチェックリスト（WHO,2002）、

アスペルガー障害については若林他（2003）に

よる AQ 指標を用いた。ディスレクシアについて

は、British Dyslexia Association による自己チェ

ックリストを参考にして試作し、利用した。これら

のチェックリストによる総合評価とを対応させ、脆

弱性評価の可能性を検討することも試みた。 

②生活の質（QOL）評価 

青年期 QOL 調査票を新たに作成した。作成

に際しては、英国の Common	 Assessment	 

Framework:	 CAF の評価領域を参考にして、

12 領域を設定した。そして各領域について

CAF や他の児童・青年を対象とした QOL 関



 

 

連の諸研究を参考にしながら、全 100 項目

を設定した。その後、項目の整理を行い、

最終的に 67 項目の調査票とした。	 

（３）障害特性に基づいた支援 

① 発学習支援プログラムの開発に向けた検討 

  発達障害のある幼児・児童を対象として、生

理心理学的脆弱性評価ならびに障害特性、

QOL 評価を行い、それらに対応した学習支援

プログラムの検討を試みた。ディスレクシア圏の

子どもに対しては、検査結果に応じて視運動訓

練プログラム等も実施した。 

② 生活支援プログラムの開発に向けた検討 

発達障害と診断される青年だけでなく、発達

障害特性を有する青年においても、その特性

による生活の質の低下が懸念される。そのた

め、各種の高校（定時制など）に協力を求め、

障害特性と QOL との関連性を分析し、教員と

ともに検討することを試みた。 

③ 親支援プログラムの開発に向けた検討 

発達障害の診断のある青年とその保護者に

協力を求め、上述の青年期QOL調査票の記

入を依頼した。その際、保護者には保護者か

らみた本人のふるまいについて評価を求めた。

その後、本人自身の評価と保護者による評価

を比較し、差異のある部分について分析を行

った。その結果の開示を希望する保護者に対

して面接を行って伝え、それらの点に関連す

る事柄を中心にカウンセリングを実施した。 

	 
４．研究成果	 

（１）生理心理学的脆弱性評価	 

	 ここでは、ディスレクシアを中心とする発

達障害圏の子どもについての結果を中心に

述べる。	 

	 

	 

	 

	 

	 

図１	 文章読解時の眼球運動における所要

時間、停留回数、停留時間（左列：大学生、

右列：ディスレクシアのある子ども）	 	 

	 

眼球運動検査では、滑動性眼球運動では示標

のより早い動きに対応困難になりやすいこ

とがうかがわれた。また文章読解時には、1

文字あたりの停留時間がより長く、飛越距離

もより短く、読解時間が長くなる傾向のある

ことがうかがわれた（図１）。	 

	 コヒーレントモーションでは、閾値は高く

なる傾向にあった。音韻処理検査では、音節

削除、スプーナリズムの各検査では、回答時

間がより長く、より小さな音節数で誤る傾向

にあった。様相間音韻プライミング検査では、

プライミング効果が異なる傾向にあった。脳

波（ERP）検査では、音韻刺激に対する MMN

が潜時延長や低振幅などを示す傾向にあっ

た（豊巻・室橋,2008;豊巻,2009;豊巻・豊澤・

坂井・室橋,2009;豊巻・坂井・室橋,2010）。	 

（２）社会的脆弱性評価	 

①	 QOL ならびに障害特性評価	 

対象者：大学生群̶札幌市内の国立大学に在

籍する大学生 100 名に、上記調査票と質問紙

を配布しマークシートに回答を求めた。定時

制高校生群－札幌市内の定時制高校に通学す

る 110名の生徒に上記調査票と質問紙を配布

しマークシートに回答を求めた。このうち 60

名の生徒が回答に応じた。親の会群－学習障

害児・者親の会に所属する 120 名に協力を求

め、中学生以上の本人 32 名ならびに保護者

から回答を得た。なお保護者には、親からみ

た評価を求めた。	 

②	 結果	 

１）QOL 調査票の因子分析	 

	 大学生群における QOL調査票の結果をプロ

マックス法により因子分析したところ、第一

因子には自己評価、第二因子には攻撃性、第

 



 

 

三因子には意思伝達、第四因子には友人関係、

第五因子には健康、第六因子には家族関係、

第七因子には洞察力、にそれぞれ関連する項

目が多く含まれていた(室橋・坂井・田中・

安達・齋藤,2009)。	 

２）QOL と発達障害特性との関連性	 

	 QOL 調査票（因子分析による 7 つの各因子

に含まれる項目得点、及び総得点を算出）、

ならびに、ディスレキシア、ADHD,アスペル

ガー障害の各障害特性質問紙の総合点を算

出し、それらの間の相関係数を求めた。	 

	 その結果、大学生群では、QOL と dyslexia,	 

AHDHD,AQ との間に有意な高相関は認められ

なかった。しかし、定時制高校生群では、QOL

と dyslexia、及び QOL と ADHD の間により強

い相関が認められた。この傾向は、男子生徒

に特に強く生じていた（室橋・田中・安

達,2009）。また親の会群では、さらに QOL と

AQ の間にもより強い相関が認められた（坂

井・室橋,2009）。	 

④	 考察	 

	 本研究で試作した QOL 調査票は、青年の自

己関連評価を重要な因子として内包する「生

活の質」あるいは「生きづらさ」指標となり

うるものであり、発達障害特性と関連性を有

するものであることが示唆された。	 

１） 定時制高校生群	 

	 QOL 調査票からみると、定時制高校生群の

生活の質が大学生群より低い傾向にあると

いえる。特に因子１は定時制高校生群で低く、

自己評価関連項目での評価が低い傾向にあ

ると想定される。発達障害特性質問紙の平均

点のうち、ADHD とアスペルガー障害について

は大学生群と定時制高校生男子群との間に

大きな差はなかったが、ディスレキシアにつ

いては定時制高校生男子でより困難がある

と想定される。QOL 総点とディスレキシア、

ADHD、AQ の各総点間での相関は、大学生群で

は低かった。これに対し、定時制高校生では、

QOL 総点とディスレキシア総点、及び ADHD 総

点とは、特に男子で比較的高い相関が示され

た。これらのことは、読み書きの困難や多

動・衝動性あるいは不注意といった特性は、

青年の生活の質の低下により強い関係を持

つことを示唆する。またそのことは定時制高

校生で明確であり、生活環境の影響が強く及

ぶことが示唆される。しかし、対象人数が少

なくまた地域差も想定されることから、さら

に検討が必要である。	 

２）親の会群	 

	 QOL 得点からみて、親の会群の生活の質が

大学生群よりも有意に低かった。特に因子 2，

因子４そして因子７は、親の会群で有意に低

く、感情関連項目、友人関連項目及び洞察力

関連項目での評価が低い傾向にあると想定

される。発達障害特性質問紙の平均点におい

て、ADHD については両群間に差はないが、デ

ィスレキシア特性とアスペルガー障害特性

については親の会群でより困難があると想

定される。QOL 得点とディスレキシア、ADHD、

AQ の各総得点間の相関は、大学生群では低か

った。他方親の会群では、QOL 得点とディス

レキシア総点、及び ADHD 総点との間に高い

相関が示された。これらのことは、読み書き

の困難や多動・衝動性あるいは不注意といっ

た特性が、親の会に属する青年の生活の質に

より強い関係を持ちうることを示唆する。し

かし、対象人数が少なくまた地域差も想定さ

れることから、さらに検討が必要である（坂

井・室橋,2009）。	 

３）合併脆弱性	 

大学生群、定時制高校生群、親の会群の 3群

における QOLと障害特性との関連性を検討す

ると、定時制高校生男子群ならびに親の会群

ではディスレクシア、ADHD,アスペルガー障

害の３つの特性が QOLとより密接に結びつい



 

 

ており、かつディスレクシアと ADHD との間

により強い関連性を有していることがうか

がわれた。このことは、各障害が仮に診断さ

れる状態になくとも、親の会群や定時制高校

生男子群では障害特性の相互合併性と、それ

らの QOLへの関与がより強いことを示唆する。

少数例での検討にとどまるため、今後さらに

分析を必要とするが、診断の有無によらず、

発達障害諸特性をトータルに検討すること

が、個人の特性に合わせた支援を行うために

有効であると思われる。	 

（３）特性に応じた支援	 

	 児童の生理心理学的ならびに社会的脆弱

性に対応した学習支援を事例的に行った	 

(片桐	 他,2009)。眼球運動や作業記憶検査

等の結果に基づいて視運動訓練プログラム

を実施した例では、眼球運動特性が概ね改善

する傾向にあった（豊巻・坂井・室橋,2010）。

成人のディスレクシア事例では、顕著な改善

を示した例もあった。音韻処理検査の結果に

基づいて実施した英語初期学習事例では、フ

ォニックス法により効果が認められた（奥

村,2010）。	 

	 青年期における QOL、ならびに発達障害特

性を保護者にも協力を求めた事例では、本人

と保護者の齟齬のある項目について保護者

および本人（希望した場合）に開示し、その

解説を行うとともに、それに関連する話し合

いを行った。保護者からは、本人と評価が大

きく異なる項目について、再考することの意

義が述べられた。このことは、本人と保護者

間の齟齬の具体的な指摘とそれに対応した

カウンセリングが有効であることを示唆す

る。	 
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標との関連性ー大学生および発達障害のあ

る 青 年 を 対 象 に ー 	 日 本 LD 学 会	 

2009.10.10	 東京学芸大学	 

豊巻敦人、豊澤悠子、坂井恵、室橋春光	 発

達性ディスレキシアのある男児２例の事例



 

 

検討	 日本臨床神経生理学会	 2009.11.	 北

九州国際会議場	 

室橋春光	 ワーキングメモリと発達障害	 

日本心理学会第 72回大会	 2008.9.20	 北海

道大学	 

齊藤真善、安達潤、中野育子、築島健	 映画

の登場人物の感情ラベリングにおける

HF-PDD 成人の断片化傾向について-音声の有

無による比較-	 第 49回日本児童青年精神医

学会総会	 2008.11.5	 広島国際会議場	 

J.Adachi, 	 M.Saito,T.Hagiwara,I.Inada	 

T.Tukishima,Y.Kamio 	 	 Performance	 of	 

identifying	 a	 conversation	 partner	 by	 

facial	 gestures	 individuals	 with	 

high-functioning	 pervasive	 developmental	 

disorders:	 An	 experiment	 using	 two-person	 

dialogue	 scenes	 	 International	 Meeting	 

of	 	 Autism	 Research	 2008.5.15	 	 Novotel	 

London	 West	 

室橋春光、坂井	 恵、田中康雄、安達	 潤、

斎藤真善	 発達障害のある青年を対象とし

たＱＯＬ指標－ＣＡＦをベースとしたアンケ

ートの試作－	 日本ＬＤ学会第 17 回大会	 

2008.11.22	 広島大学	 

安達	 潤	 広汎性発達障害の認知特性から

社会性困難の成り立ちと支援を考える	 日

本特殊教育学会第 46回大会	 2008.9.20	 島

根大学	 

蔦森英史・室橋春光	 読み書き困難者の運

動系列自動化過程の検討	 第４回子ども学

会議	 2007.9	 慶應義塾大学	 	 
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田中康雄	 (2008)	 軽度発達障害－繋がりあ

って生きる－金剛出版	 （310 頁）	 

田中康雄(2008)	 支援から共生への道	 慶

應義塾大学出版	 （225 頁）	 
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